


〇竺？冒尺：己:�すは「歩行者」の扱
いと なりま す

〇逍路交通法第2条第1珀第11号の3
（身体欧i[-&川の 11:� ヽすの応義）
身体仰専者川0)車l、すとは 、 身体のI咲Mにより
歩行が困難な者の移動の!IIに供するための中いす
をしヽう，

O道路交通法第2条第3叫第1け
（みなす歩行者）
身体防内行mの•Itいす 、 歩fr補助,1("_ryを通行させ
ている者

e:!fijjl: ヽすは、
O叫本の大きさ 、

• 長さ 120センチメ ー トル
．輻 70センチメ ー トル

· 高さ　120センチメートル(平成29年10月30日改正)
を超えないこと

OEli:f本の構造が 、

・ 屯動機（パッテリ ー ）で動くもの
• よ行速度が6キロメ ー トル1}.j;II.�を超えなしヽもの
• 歩行者に危古を及ぼすおそれがある鋭利な突i'P.

部がないもの
• 山動•Ii.又は}Jj[動機f.J· 「l他、·�i.と明確に識別ができ

るもの
であることが必疫であり 、 •定の要件を除いてこのJJ
準を超えるものは 、 自動11(又は似動機(.J自転叩こ,;亥
''!1します

電動車いす利用者が関わる交通事故は、

年々増加傾向にあります。また、電動車

いす利用者が、加害者になる事故も増加

しています。

: 交通事故の
ー

原因 ］ 
屯動車しヽす利川者がりi独で転倒したり 、 歩行者と

衝突するなどのヤ故の原因についてみますと
・ 急旋1111によ る も の
• f項斜角の限Wを超えての利）IJ
・車tヽすの大きさ についての認識が不卜分
• 段培通行時の付I::滋
・ フレ ー キ批作のイ＜適

・ 速疫 ii判格のイ吐適
':r, \ヽずれもィ＜注意や採作にtrtれてtヽなしヽことから発
'I:. してtヽます

: 乗り物としての安全性の確保 ］ 
電動加ヽすは 、 ,,� 甜が(J't;く他の市から発見されにく

lヽことから 、 fjlj}j<J) IドのI唸にI俎れて見えずにはねられ
てしまったとしヽう l

��故が発'-1·:しています
そうした市故を迎けるためには 、 電動,11いすの視認

性を確保することが直疫になってきます
そのため 、 ‘心動車しヽす(/)ライト、 '�灯 、 反射材等が機

能してlヽるかどうかを常に点検しておくことが必要であり 、

迎転灯I身もII立つJIil装に心がけることが必吸です
また 、 ‘屯動車し Iすの特性をI· 分理解し 、 無理のなlヽ

迎転に努め 、 交通 1位故の当 ·ti 者にならな しヽように心が
けましょう










